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太陽系か ら地球外生命を考える
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ド ；新学習指導要領　惑星環境　生命誕生　地球外生命

1，は じ めに

　新学習指導要領が発表 され、本年度 よ り移行

が始ま っ て い る。また新学習指導要領 の 基本方

針 の
一

つ に挙げられ て い る の が、 「思考力 ・判

断力・表現力」 の 育成であ る。そこ で 、4学年 を

対象に、太陽系惑星 か ら地球外生命を考え る授

業を 4 ク ラス に展開をした。

2 ．生命誕生の条件を考え る

　最初 に 「宇宙人 は い るか ？ 」 と子 どもた ちに

尋ねた ら、 約80％の 子 どもた ちが 「い る」 と答

えた。 そ の理 由として主な もの は、次の 4点で

あっ た。  テ レ ビで見たか ら。  これだけ広 い

宇宙 に た くさん の 星が ある か ら。   地球入 も宇

宙の 中い るか ら宇宙人。  UFO を見た。また 「い

ない 」 と答えた理 由 として 主 なもの は、次の 2

点で あ っ た。  テ レ ビ で 見た こ とは うそ。  地

球 と同 じ環境の 星 は無 い か らい ない
。 そ こで地

球に生命が誕生 して、他の 太陽系惑星 には生命

が誕生 しなか っ た理 由を考 えさせ る こ とに した。

まず 、 太陽系 の 並び方を知 っ て い るか尋 ねて み

た 。 そ うする と、各 クラ ス の 数人 の 子 が太陽か

ら近い 順に惑星の名前を言 うこ とが で きた c こ

こ で太陽に近い 惑星 と遠い 惑星の違い を考えさ

せ た。すると 「温度」 や 「目光の 当た り具合」

な どが出て きた。次に惑星画像
U
か ら地球との

違い に つ い て考え させ た。まず、火星 と地球に

っ い て考えさせ た 。 知識がな くて も、 わか る こ

とを発表 させ た。また、画像か らなぜ わか っ た

の か 、理 由を言わ せ る こ とに した
。 今、住ん で

い る実感 ある地球か ら、火星 を考え させ た。で

きるだけ、多くの 子に発表で きるよ うに した。

知識がなくて も、発表で きる よ うに した。また

知識が ある子に対 して は、本で 見たとか の理 由

ではだめで 、こ の 画像や地球の 実感か ら、なぜ

わか るか を聞い て み た。火星だけで なく、 金星

との 違い も同様に考えさせ た 。 そ の あと外惑星

に つ い て も、同様 に考え させ た。 またい ろい ろ

な惑星 の 動画
D
も見せ 、さらに惑星環境に っ い

て学 ばせ た 。 出て きた意見を元に、生 命誕生 の

条件 を考えさせ 発表 をさせ た。これ は 「種の 発

芽の 条件」 と 「その 後 の 成長 に必 要なもの 」 に

似て い る こ とを確認 させ た。

3 ．地球外生命の 可能性

　図 を示 し、系外惑星が発見 され て い る こ とを

学習 させ た。また図を見せ 、系外惑星の ま とめ

と した。宇宙人 へ の メ ッ セ ージや地球外生命体

の 可能 駐 （ドレ イ ク の 宇宙文明の 式 ）を紹介し

た 。　 「宇宙人は い るか もしれ ない
c で も、まだ

現れ ては い ない 。」 とま とめた。

4 ．おわりに

　太陽系惑星か ら地球外生命を考える授業を行

っ た。以下の点に留意 した 。   本な どの知識だ

けで 答えた子 には、突 っ 込み を入れ た。  画像

見て 、考え て答 え させ るよ うに した。   た くさ

ん の 子が発言で きるよ うにした c   教師はナビ

ゲー
タと して 、授業を進めた。授業 を終え て 、

「思考力 ・判断力 ・表現力」 の 育成が、少 しは で

きた よ うな気が する。また宇宙 へ の興味・関心 は、

多くの 子 どもたちが持 っ たよ うである。
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